
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立熊谷高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 定時制 学科 普通科 
R５.5.1 

生徒数 

(男) ２３ 

(女) １６ 
計３９ 

アクセス ＪＲ高崎線熊谷駅(北口)より徒歩２５分 または バス「円光」下車徒歩４分 

＜目指す学校像＞ 

社会で「はたらく」生徒を育てる学校 

＜教育課程等＞※１ 

「学びたい！」と思ったときが「学びどき！」あなたの学ぶ意欲に応える教育課程を提供します。 

・きめ細やかな指導であなたの基礎学力の定着を目指します。 

 → 学びの基礎診断、学習サポーターを活用して個々の状況に合わせた学びを提供します。 

・主体的、対話的で深い学びの場を提供します。 

 → ＩＣＴを有効活用するとともに、アクティブラーニングの手法を用いた授業を行います。 

・興味関心、多様な進路に対応するために科目が選択できます。 

 → 3 年生で家庭科（フードデザイン）と情報科（情報Ⅱ）のどちらかを選択できます。 

・教科横断的な視点で総合的な探究の講座を設置しています。 

 → 令和５年度の主な設置講座名「スポーツ研究」「ボードゲーム探究」「旅行ガイドブックを作ろう」等 

＜本校が求める生徒＞※２ 

・これまで勉強（学校）になじめなかったが、しっかり学び直し、高校を卒業したいという意志のある 

生徒 

＜学校行事＞ 

・社会体験活動（県内外の先進の工場を見学します。） 

・生徒会行事（学年対抗球技大会：バドミントン、卓球、ドッジボール、バレーボールなど多数の種目

に挑戦します。） 

・全定合同で行われる文化祭（令和４年度はボードゲームで盛り上がりました。） 

・校外遠足（2 学期中間考査後に全学年で実施します。） 

＜部活動＞ 

・陸上部……目標を定め、大会で自己実現できるように練習に励んでいます。定時制通信制大会に出場      

し、入賞の実績があります。 

・フットサル部……チームワークを高め日々楽しく活動しています。他校と合同練習をすることもあり         

ます。 

・美術部…… 文化祭展示ほか、学校説明会のポスター・資料作製を行います。 

＜家庭・地域との連携＞ 

・毎年、保護者の方を対象とした給食試食会や、給食感謝祭を実施しています。 

・ハローワークによるガイダンス、就職支援アドバイザーなどによる就職支援を実施しています。 

・地域の大学と連携し、大学生による学習サポーター制度を導入しています。 

・スクールカウンセラー、巡回支援員を配置しています。 

進

路 

R５.3 

卒業生 
四大 １人 短大 ０人 専門 ３人 就職 ２人 

傾向 

・多様な進路実現 …… 少人数であることを生かした個に応じたきめ細かい進路指導を行           

っています。 

 ※昨年度の主な進路先：ものつくり大学、熊谷准看護学校、大泉保育福祉専門学校、          

自衛隊、株式会社シバサキ製作所 等 

・個別指導を実施 …… 可能性を広げ社会で「はたらく・はたらきかける」人材の育成につ           

ながっている。 



         社会で「はたらく」生徒を育てる学校 

本
校
の
特
色

充実した学校生活を送り、母校となる熊定愛を高める指導を実践します

保護者や関係機関と連携し、個々の状況に応じた教育活動を実践します

事故防止や給食点検を行い、安心・安全な環境づくりを推進します

学ぶ意欲に応え、社会で生きる力を身に付ける指導を実践します

埼玉県立熊谷高等学校 育成方針 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

★本校ならではの「学びのチャンス」！ 一人ひとりのペースに合わせてフォローします 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ページ 

 

４年間を 

通じて… 

    毎日おいしい給食を食べて 

    心も身体も成長します 

 

    陸上・フットサル・美術… 

    多くの先輩方が活躍しています 

 

１学年目標 
基礎学力および学習習慣の定着 

２学年目標 
自分と向き合い可能性を広げる 

３学年目標 
生徒会活動や部活動等で 
学校の中心的存在に成長 

４学年目標 
社会人の一歩手前・希望進路を実現 

    
・在学中に、基礎学力を充実させ、基本

的生活習慣を定着させてほしい。 
 
・よりよい人間関係を築くためのコミュ

ニケーション能力を身に付けてほしい。 

保護者・地域の期待  
 

○わかる授業の実践 

○定期的な二者面談 

○面倒見のよい 

 「チーム熊定」 

給  食 

     文化祭や生徒会行事、 

     遠足など、さまざまな 

     行事があります 

 

行事 

目指す 

生徒像 

部活動 

教職員集団の取り組み 


